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平
成
29
年
第
２
回
６
月
定
例
会
は
、
６
月
12
日
か
ら
28
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
行
わ

れ
、
市
長
提
案
の
17
議
案
と
委
員
会
提
案
の
２
議
案
を
議
決
し
ま
し
た
。
定
例
会
の
日
程
と

議
案
な
ど
は
４
、
５
ペ
ー
ジ
の
表
１
〜
表
5
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
主
な
議
案
の
内
容
と
委
員
会
審
査
を
含
め
た
審
議
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　

財
産
の
無
償
貸
付
な
ど
19
議
案
を
議
決

平
成
29
年
度
相
馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
、

　
雇
用
機
会
の
創
出
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
寄
与

　
　
　
　
　
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
へ
土
地
を
無
償
貸
付

　

国
及
び
県
が
進
め
る
福
島

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
ト

構
想
に
沿
い
、
株
式
会
社
Ｉ

Ｈ
Ｉ
と
市
の
共
同
で
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地

消
型
で
有
効
利
用
す
る
仕
組

み
と
先
進
水
素
研
究
の
実
践

モ
デ
ル
の
構
築
に
向
け
た
研

究
、
検
討
を
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

事
業
の
概
要
が
ま
と
ま
り

事
業
に
対
す
る
国
の
補
助
金

が
確
保
さ
れ
た
こ
と
、
将
来

の
水
素
関
連
産
業
の
集
積
に

よ
る
雇
用
機
会
の
拡
大
や
視

察
見
学
、
研
究
者
に
よ
る
交

流
人
口
の
拡
大
に
も
寄
与
す

る
こ
と
か
ら
、
当
該
用
地

（
光
陽
二
丁
目
一
番
一
の
一

部
）
を
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
に

無
償
で
貸
し
付
け
す
る
も
の

で
す
。

　

貸
付
期
間
は
、
固
定
買
い

取
り
制
度
の
適
用
期
間
の
20

年
を
基
本
と
し
て
、
平
成
49

年
３
月
31
日
ま
で
と
し
て
い

ま
す
。

　

◎
委
員
会
審
査

　
　

契
約
内
容
に
契
約
期
間

満
了
後
の
返
還
条
件
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
記
載
が
な
い

が
、
協
定
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

普
通
財
産
の
貸
し
付
け

と
い
う
こ
と
で
、
返
還
後
は

原
則
原
状
復
帰
と
考
え
て
い

る
が
、
条
項
や
文
面
に
な

か
っ
た
の
で
、
そ
の
事
に
つ

飯
豊
小
学
校
駐
車
場
整
備
費
、
初
野
地
内
射
撃
施
設

　
　
　
　
　

整
備
費
な
ど
９
億
１
，
８
２
１
万
２
千
円
を
追
加　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       【
議
案
第
51
号
】   

　

主
な
審
議
内
容
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

飯
豊
小
学
校
の
駐
車
場
整
備

に
か
か
る
費
用

　

飯
豊
小
学
校
駐
車
場
の
掘

削
工
や
路
盤
の
側
溝
布
設

ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
設
置
な
ど

に
か
か
る
費
用
と
し
て
１
、

２
９
６
万
５
、
０
０
０
円
、

駐
車
用
地
の
土
地
購
入
費
用

と
し
て
１
、
６
０
４
万
４
、

０
０
０
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

◎
委
員
会
審
査

　
　

土
地
を
購
入
す
る
こ
と

に
な
っ
た
背
景
を
問
う
。

　
　

校
舎
の
入
口
が
危
険
で

あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
か
ら

駐
車
場
確
保
の
要
望
が
あ

り
、
地
権
者
か
ら
学
校
の
公

共
用
地
と
し
て
有
効
に
活
用

さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
と
い
う

【
議
案
第
46
号
】

申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

購
入
に
至
っ
た
。

新
し
く
整
備
さ
れ
る
飯
豊
小
学
校

駐
車
場
予
定
地

ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
の
整
備
な

ど
に
か
か
る
費
用

　

国
か
ら
鳥
獣
被
害
防
止
総

合
対
策
交
付
金
と
し
て
、
整

備
に
か
か
る
費
用
の
２
分
の

１
の
補
助
を
受
け
る
も
の

で
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
及
び

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
場
の
整
備
な

ど
に
か
か
る
費
用
と
し
て

３
、
０
９
１
万
１
、
０
０
０

円
、
射
撃
施
設
の
土
地
と
進

入
路
の
土
地
購
入
費
用
と
し

て
750
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

◎
委
員
会
審
査

　
　

費
用
の
内
訳
を
問
う
。

　
　

ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
が

２
、
６
０
０
万
円
程
度
、
ト

ラ
ッ
プ
射
撃
場
が
400
万
円
程

度
で
あ
る
と
試
算
し
た
。

　
　

土
地
購
入
費
の
試
算
根

拠
を
問
う
。

　
　

所
有
者
と
協
議
し
、
整

備
が
必
要
な
土
地
面
積
は
お

お
よ
そ
１
万
平
米
で
、
そ
の

面
積
に
公
共
事
業
の
山
林
単

価
700
円
で
購
入
す
る
こ
と
で

合
意
を
得
た
。

射
撃
施
設
整
備
予
定
地
を
調
査
す

る
予
算
決
算
常
任
委
員
ら
（
初
野

地
区
）

児
童
を
送
迎
す
る
た
め
の
公

用
車
購
入
に
か
か
る
費
用

　

遠
方
か
ら
西
部
子
ど
も
公

民
館
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

通
所
す
る
児
童
を
送
迎
す
る

た
め
の
公
用
車
を
１
台
購
入

す
る
費
用
と
し
て
290
万
４
、

０
０
０
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

◎
委
員
会
審
査

　
　

現
在
の
状
況
を
問
う
。

　
　

現
在
、
運
転
を
タ
ク

シ
ー
利
用
促
進
協
議
会
に
運

転
委
託
し
、
10
人
乗
り
公
用

車
２
台
で
実
施
し
て
お
り
、

１
台
は
飯
豊
小
学
校
か
ら
10

名
で
２
往
復
、
１
台
は
桜
丘

小
学
校
９
名
と
大
野
小
学
校

３
名
を
運
ん
で
い
る
。

い
て
は
文
書
と
し
て
残
す
考

え
で
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
と
協

議
を
す
る
。

　
　

住
民
へ
の
事
前
説
明

は
、ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

今
年
度
か
ら
具
体
的
な

取
り
組
み
が
始
ま
る
の
で
、

周
辺
の
住
民
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
、
な
る
べ
く
早
い
時
期

に
事
業
内
容
の
説
明
を
行
い

た
い
と
思
っ
て
い
る
。今後研究施設などが建設される無

償貸付予定地（光陽二丁目地内）

　

避
難
道
路
の
整
備
等
に
伴

う
も
の
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

整
備
に
伴
う
も
の
、
公
立
相

馬
総
合
病
院
の
整
備
に
伴
う

も
の
、
市
道
６
路
線
を
法
令

に
基
づ
き
廃
止
し
ま
す
。（
議

案
第
48
号
）

　

ま
た
、
国
道
６
号
の
県
管

理
移
管
に
伴
う
も
の
、
開
発

行
為
に
伴
う
も
の
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
整
備
に
伴
う
も

の
、
市
道
11
路
線
を
法
令
に

基
づ
き
変
更
し
ま
す
。（
議

案
第
49
号
）

　

ま
た
、
県
道
整
備
に
伴
う

も
の
、
避
難
道
路
の
整
備
に

伴
う
も
の
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
整
備
に
伴
う
も
の
、
国
道

６
号
の
県
管
理
移
管
に
伴
う

も
の
、
開
発
行
為
に
伴
う
も

の
、
市
道
17
路
線
を
法
令
に

基
づ
き
認
定
し
ま
す
。（
議

案
第
50
号
）

　

◎
委
員
会
審
査

　
　

中
部
186
号
線
の
変
更
前

と
変
更
後
の
終
点
に
つ
い
て

詳
細
を
問
う
。

　
　

中
部
186
号
線
の
変
更
後

の
終
点
に
つ
い
て
は
、
中
野

字
寺
前
一
の
一
に
な
る
の

か
、
中
野
字
寺
前
一
の
三
に

な
る
の
か
図
面
で
確
認
し

た
。

　

中
野
字
寺
前
一
の
三
に
つ

い
て
は
道
路
敷
地
に
な
っ
て

お
り
、
最
終
的
に
、
終
点
は

中
野
字
寺
前
一
の
一
と
い
う

判
断
を
し
た
。

公
立
相
馬
総
合
病
院
の
改
修

県
道
原
町
海
老
相
馬
線
の
改
良

に
伴
い
、
新
た
に
認
定
さ
れ
る

市
道
中
部
105
号
線

　
避
難
道
路
の
整
備
や
開
発
行
為
に
よ
る

　
　

    

市
道
路
線
の
認
定
、
変
更
、
廃
止 

【
議
案
第
48
号
〜
議
案
第
50
号
】

に
伴
い
、
新
た
に
認
定
さ
れ
る

市
道
東
部
458
号
線

終
点
の
整
備
に
伴
い
、
新
た
に

変
更
さ
れ
た
市
道
東
部
664
号
線
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表２　（４ページの続き）

表３　６月定例会の審議結果（委員会提案）

請願
番号 件           名 審議結果 付　託

委員会

２ 地方財政の充実・強化を求める意見書
提出の請願

採　　択
総　　務

全会一致

表４　６月定例会の請願審議結果

陳情
番号 件           名 審議結果 付　託

委員会

３

｢国の『被災児童生徒就学支援等事業』
の継続と、被災児童生徒の十分な就学
支援を求める意見書」の提出を求める
陳情

採　　択
文教厚生

全会一致

表５　６月定例会の陳情審議結果

請　
　
願

　

請
願
番
号
で
掲
載
し
て
い

ま
す
。
件
名
や
議
決
結
果
な

ど
は
表
４
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

【
請
願
第
２
】

　

市
議
会
か
ら
国
に
地
方
財

政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し

い
。

　

陳
情
番
号
で
掲
載
し
て
い

ま
す
。
件
名
や
議
決
結
果
な

ど
は
表
５
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

陳　
　
情

議案
番号 件           名 審議結果 提　案

委員会

５３地方財政の充実・強化を求める意見書
原案可決

総　　務
全会一致

５４
「被災児童生徒就学支援等事業」の継
続と被災児童生徒の十分な就学支援を
求める意見書

原案可決
文教厚生

全会一致

日次 日　付 会　議 内　　容
1 12 日（月）本会議議案の提案と説明など
2 13 日（火）休　会議会運営委員会
3 14 日（水）休　会議案調査
4 15 日（木）本会議一般質問（１日目）
5 16 日（金）本会議一般質問（２日目）
6 17 日（土）休　会
7 18 日（日）休　会
8 19 日（月）委員会各常任委員会
9 20 日（火）委員会各常任委員会
10 21 日（水）休　会事務整理
11 22 日（木）休　会事務整理
12 23 日（金）委員会予算決算常任委員会
13 24 日（土）休　会
14 25 日（日）休　会
15 26 日（月）休　会事務整理
16 27 日（火）休　会議会運営委員会
17 28 日（水）本会議議案の採決など

表１　６月定例会の会期日程

議案
番号 件           名 審議結果 付　託

委員会

３６相馬市固定資産評価審査委員会委員の選任について
同　　意

付託なし
全会一致

３７人権擁護委員の推薦について
適　　任

付託なし
全会一致

３８相馬市庁舎建設基金条例を廃止する条例について
原案可決

総　　務
全会一致

３９相馬市税条例の一部を改正する条例について
原案可決

総　　務
全会一致

４０相馬市税特別措置条例の一部を改正する条例について
原案可決

総　　務
全会一致

表２　６月定例会の審議結果（市長提案）

そ
の
他
の
議
案

　

議
案
番
号
で
掲
載
し
て
い

ま
す
。
件
名
や
議
決
結
果
な

ど
は
、
４
、
５
ペ
ー
ジ
の
表

２
・
表
３
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　【
議
案
第
36
号
】

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
鎌
田
重
昭
氏
が
６
月
28
日

で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

引
き
続
き
同
氏
を
選
任
し
ま

す
。

【
議
案
第
37
号
】

　

人
権
擁
護
委
員
の
伊
東
た

ま
よ
氏
が
６
月
30
日
で
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
引
き
続

き
同
氏
を
推
薦
し
ま
す
。

【
議
案
第
38
号
】

　

市
庁
舎
の
建
設
が
完
了
し

た
た
め
、
相
馬
市
庁
舎
建
設

基
金
を
廃
止
し
ま
す
。

【
議
案
第
39
号
】

　

法
令
に
基
づ
き
上
場
株
式

等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
つ

い
て
課
税
方
式
決
定
の
明
確

化
、
軽
自
動
車
税
の
燃
費
偽

装
等
原
因
者
負
担
の
特
例
制

定
及
び
税
率
軽
減
特
例
の
延

長
、
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る

事
業
所
得
に
か
か
る
市
民
税

課
税
の
特
例
の
延
長
等
を
行

う
た
め
、
条
例
を
改
正
し
ま

す
。

【
議
案
第
40
号
】

　

法
令
に
基
づ
き
定
め
ら
れ

た
集
積
区
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
し

て
、
適
用
期
間
を
平
成
30
年

3
月
31
日
ま
で
延
長
し
ま

す
。

　【
議
案
第
41
号
】

　

法
令
に
基
づ
き
固
定
資
産

税
の
不
均
一
課
税
に
係
る
適

用
期
間
を
平
成
31
年
3
月
31

日
ま
で
延
長
し
ま
す
。　

【
議
案
第
42
号
】

　

法
令
に
基
づ
き
定
め
ら
れ

た
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
に
関
し
て
、
適
用
期
間
を

平
成
33
年
3
月
31
日
ま
で
延

長
し
ま
す
。

【
議
案
第
43
号
】

　

医
療
費
の
給
付
方
法
に
つ

い
て
、
新
た
に
窓
口
で
の
支

払
い
が
不
要
と
な
る｢

現
物

給
付｣

の
導
入
等
を
行
う
た

め
条
例
を
改
正
し
ま
す
。

【
議
案
第
44
号
】

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税

義
務
者
の
負
担
を
軽
減
し
、

市
民
生
活
の
安
定
に
寄
与
す

る
た
め
に
、
国
民
健
康
保
険

税
の
所
得
割
額
、資
産
割
額
、

均
等
割
額
、
平
等
割
額
の
算

定
割
額
及
び
金
額
を
改
正
し

ま
す
。

議案
番号 件           名 審議結果 付　託

委員会

４１
相馬市原子力発電施設等立地地域指定
による固定資産税の不均一課税に関す
る条例の一部を改正する条例について

原案可決
総　　務

全会一致

４２
相馬市復興産業集積区域における固定
資産税の課税免除に関する条例の一部
を改正する条例について

原案可決
総　　務

全会一致

４３
相馬市重度心身障害者医療費の給付に
関する条例の一部を改正する条例につ
いて

原案可決
文教厚生

全会一致

４４相馬市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
原案可決

文教厚生
全会一致

４５相馬市立中村第二中学校校舎改築建築主体工事変更請負契約の締結について
原案可決

文教厚生
全会一致

４６財産の無償貸付について
原案可決

産業建設
全会一致

４７公の施設の指定管理者の指定について
原案可決

総　　務
全会一致

４８市道路線の廃止について
原案可決

産業建設
全会一致

４９市道路線の変更について
原案可決

産業建設
全会一致

５０市道路線の認定について
原案可決

産業建設
全会一致

５１平成２９年度相馬市一般会計補正予算（第１号）
原案可決

予算決算
全会一致

５２平成２９年度相馬市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
原案可決

予算決算
全会一致

【
議
案
第
47
号
】

　

市
集
会
所
の
指
定
管
理
者

に
地
元
自
治
会
な
ど
指
定
し

ま
す
。

【
議
案
第
52
号
】

　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

引
き
下
げ
に
伴
う
補
正
予
算

で
、
予
算
総
額
に
変
更
の
な

い
補
正
を
し
ま
す
。

【
議
案
第
53
号
〜
第
54
号
】

　

政
府
と
関
係
機
関
に
意
見

書
を
提
出
し
ま
す
。
内
容
は

６
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

【
陳
情
第
３
】

　

市
議
会
か
ら
国
に｢

国
の

『
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援

等
事
業
』
の
継
続
と
、
被
災

児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学
支

援
を
求
め
る
意
見
書｣
を
提

出
し
て
ほ
し
い
。

　
中
村
第
二
中
学
校
校
舎
改
築

　
　

 　
工
事
の
契
約
額
を
変
更
【
議
案
第
45
号
】

　

相
馬
市
立
中
村
第
二
中
学

校
校
舎
改
築
建
築
主
体
工
事

に
つ
い
て
、
現
場
再
調
査
の

結
果
に
よ
り
、
建
築
基
礎
工

法
を
ラ
ッ
プ
ル
工
法
か
ら
柱

状
地
盤
改
良
工
法
へ
変
更
す

る
た
め
、
３
、
９
１
４
万
６
、

７
６
０
円
を
増
額
し
、
13
億

４
、
７
０
２
万
６
、
７
６
０

円
で
小
野
建
設
株
式
会
社
と

変
更
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

工
期
は
平
成
30
年
12
月
28
日

ま
で
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

◎
委
員
会
審
査

　
　

基
礎
工
法
の
変
更
に
お

け
る
比
較
検
討
の
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

　
　

強
度
的
に
問
題
が
な

く
、
経
費
が
安
価
で
あ
る
工

法
を
選
択
し
て
い
る
。着々と校舎の建設が進行している中村第二中学校
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地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
議
案
第
53
号
）　

　　
地
方
自
治
体
は
、
子
育
て
支
援
策
の
充
実
と
保
育
人
材
の
確
保
、
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
で

の
医
療
・
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
へ
の
対
応
、
地
域
交
通
の
維
持
な
ど
、
果
た
す
役
割
が
拡
大

す
る
中
で
、
人
口
減
少
対
策
を
含
む
地
方
版
総
合
戦
略
の
実
行
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
対

応
、
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
防
災
・
減
災
事
業
の
実
施
な
ど
、
新
た
な
政
策
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

（
中
略
）

　
　
本
来
、
必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
財
源
面
を
担
保
す
る
の
が
地
方
財
政

計
画
の
役
割
で
す
。
し
か
し
、
財
政
再
建
目
標
を
達
成
す
る
た
め
だ
け
に
歳
出
削
減
が
行
わ
れ
、

結
果
と
し
て
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
が
削
減
さ
れ
れ
ば
、
本
末
転
倒
で
あ
り
、
国
民
生
活
と
地
域

経
済
に
疲
弊
を
も
た
ら
す
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
二
〇
一
八
年
度
の
政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
国
民
生
活

を
犠
牲
に
す
る
財
政
と
す
る
の
で
は
な
く
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
も
り
、
人
的
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
の
社
会
保
障
予
算
の
充
実
と
地
方
財
政
の
確
立
を
め
ざ
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の

た
め
、
政
府
に
左
記
の
事
項
の
実
現
を
求
め
ま
す
。

記

一
、
社
会
保
障
、
災
害
対
策
、
環
境
対
策
、
地
域
交
通
災
害
、
人
口
減
少
対
策
な
ど
、
増
大
す

る
地
方
自
治
体
の
財
政
需
要
を
的
確
に
把
握
し
、
こ
れ
に
見
合
う
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保

を
は
か
る
こ
と
。

二
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
、
地
域
医
療
の
確
保
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
、
介
護
保
険
制
度
や
国
民
健
康
保
険
制
度
の
見
直
し
な
ど
、
急
増
す
る

社
会
保
障
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
社
会
保
障
予
算
の
確
保
お
よ
び
地
方

財
政
措
置
を
的
確
に
行
う
こ
と
。

（
中
略
）

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

（
提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
　
総
務
大
臣
　
財
務
大
臣
）

「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
」
の
継
続
と
被
災
児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学
支
援
を
求
め

る
意
見
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
議
案
第
54
号
）　
　
　

　　
東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
度
に
創
設
さ
れ
た｢

被
災
児

童
生
徒
就
学
支
援
等
臨
時
特
例
交
付
金｣

は
、｢

被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
交
付
金｣

と
な
り
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、
学
校
で
学
ぶ
た
め
の
極
め
て

有
効
な
支
援
事
業
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
幼
稚
園
児
の
就
園
支
援
、
小
中
学
生
に
対
す
る
学
用
品
等
の
援
助
や

通
学
支
援
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
よ
る
通
学
手
段
の
確
保
に
か
か
る
経
費
を
含
む
）、
高
校

生
に
対
す
る
奨
学
金
支
援
、
特
別
支
援
学
校
等
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
へ
の
就
学
奨
励
、
私
立

学
校
及
び
専
修
学
校
・
各
種
学
校
の
授
業
料
減
免
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
現
場
か

ら
も
事
業
の
継
続
を
強
く
望
む
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

（
中
略
）

　
　｢

被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業｣

に
よ
る
就
学
支
援
は
非
常
に
重
要
で
す
。
し
か
し
、

事
業
に
係
る
予
算
措
置
は
単
年
度
の
た
め
、
今
後
、
本
事
業
が
終
了
も
し
く
は
規
模
が
縮
小
す

る
こ
と
と
な
れ
ば
、
自
治
体
負
担
と
な
り
、
被
災
児
童
生
徒
の
就
学
支
援
に
格
差
が
生
じ
る
こ

と
も
危
惧
さ
れ
ま
す
。
平
成
三
十
年
度
以
降
も
本
事
業
を
継
続
し
、
必
要
な
財
政
措
置
を
行
い
、

被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
に
継
続
し
た
就
学
支
援
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
左
記
の
事
項
の
実
現
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

記

一
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の
就
学
・
修
学

を
保
障
す
る
た
め
、
平
成
三
十
年
度
以
降
も
、
全
額
国
庫
で
支
援
す
る｢

被
災
児
童
生
徒
就
学

支
援
等
事
業｣

の
継
続
と
、
十
分
な
就
学
支
援
に
必
要
な
予
算
確
保
を
行
う
こ
と
。

（
提
出
先
　
復
興
大
臣
　
文
部
科
学
大
臣
　
総
務
大
臣
　
財
務
大
臣
）


